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【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年2月26日(2010.2.26)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の工程：
　ａ）トルエンを硫酸の存在下に硝酸と反応させて、モノニトロトルエンを得る工程、
　ｂ）工程ａ）から得られる反応生成物を、モノニトロトルエンを含む有機相と、硫酸を
含む水性相と、に分離する工程、
　ｃ）モノニトロトルエンを含む有機相を硫酸の存在下に硝酸と反応させて、ジニトロト
ルエンを得る工程、
　ｄ）工程ｃ）から得られる反応生成物を、ジニトロトルエンを含む有機相と、硫酸を含
む水性相と、に分離する工程、
を含むジニトロトルエンの製造方法であって、
　工程ａ）から得られる反応生成物のトルエン含有量は、有機相に対して０．５～８質量
％であり、硝酸含有量は、水性相に対して０．１～１．２質量％であり、そして工程ｂ）
での相分離は、トルエンと硝酸とが更に反応することを抑制するように行われ、さらに工
程ｂ）は、動的分離器を用いて行われることを特徴とするジニトロトルエンの製造方法。
【請求項２】
　工程ａ）から得られる反応生成物のトルエン含有量は、工程ａ）から得られる有機相の
質量に対して、３．５～５質量％である請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　工程ｂ）から得られ、モノニトロトルエンを含む有機相を更に後処理するとなく工程ｃ
）に移す請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　工程ｂ）及びｄ）から得られ、硫酸を含む水性相を、適宜、後処理及び濃縮した後、工
程ａ）及びｃ）で再利用する請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　工程ａ）及びｃ）に用いられる反応装置は、撹拌槽及び／又は流通反応装置である請求
項１に記載の方法。
【請求項６】
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　工程ａ）は、１基の反応装置のみで行われる請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　工程ｃ）は、最大２基の反応装置を直列に連結して行われる請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　工程ａ）は、３５～７０℃の範囲の温度で行われる請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　工程ｃ）は、６０～８５℃の範囲の温度で行われる請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　工程ａ）において、トルエンに対する硝酸のモル比は、０．９５～１．１２の範囲であ
る請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　工程ｃ）において、モノニトロトルエンに対する硝酸のモル比は、１．０３～１．１０
の範囲である請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　工程ｂ）から得られ、硫酸を含む水性相を濃縮して、濃度８５～９６％の硫酸を得て、
これを工程ａ）に再循環させる請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　工程ｄ）から得られ、硫酸を含む水性相を硝酸と混合して、工程ａ）に再循環させる請
求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　工程ａ）及びｃ）に供給される硝酸は、５８～１００％の濃度を有している請求項１に
記載の方法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３２】
　従って、本発明は、以下の工程：
　ａ）トルエンを硫酸の存在下に硝酸と反応させて、モノニトロトルエンを得る工程、
　ｂ）工程ａ）から得られる反応生成物を、モノニトロトルエンを含む有機相と、硫酸を
含む水性相と、に分離する工程、
　ｃ）モノニトロトルエンを含む有機相を硫酸の存在下に硝酸と反応させて、ジニトロト
ルエンを得る工程、
　ｄ）工程ｃ）から得られる反応生成物を、ジニトロトルエンを含む有機相と、硫酸を含
む水性相と、に分離する工程、
　を含むジニトロトルエンの製造方法であって、
処理工程ａ）から得られる反応生成物のトルエン含有量は、有機相に対して０．１～１０
質量％、好ましくは０．５～８質量％、特に３．５～５質量％であり、硝酸含有量は、水
性相に対して０．１～１．２質量％であり、そして工程ｂ）での相分離は、トルエンと硝
酸とが更に反応することを抑制するように行われることを特徴とするジニトロトルエンの
製造方法を提供する。
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